
渡辺生子 (日 野図書館分館長):皆 さんおはよ うございます。 日野図書館の渡辺です。

日野図書館では地域の皆 さん とまちを再発見 しようとの思いで 日野宿発見隊を組織 しま し

た。その活動の一環 として、最初はこの町の移 り変わ りを記録・保存 しようとい うことだ

ったのですが、みんながぜひ この際見てもらお うじゃないか。 こんないい写真なのででき

るだけ多 くの人に見てもらお うとい うことにな りま して、 じゃ、いっそ外に出そ うじゃな

いか とい うことにな りま した。そこで、その場所の当時の 50午前の姿がわかるように、撮

影 されたその場所に貼 り出そ うとい うことで「まちか ど写真館 in日 野」とい う写真展を開

催す ことにな りました。 5月 か ら 2ヵ 月間やつているわけですが、みんな懐か しい とか、

自分たちの親が出ているか らうれ しい とか、いろんな反響があ りま して、大変今評判にな

っています。それぞれの場所でこの場所が 50年前はどうだつたか とい うことを、今 日は地

元の方の案内でお話 してもらいます。本当につい最近なんですが、時間が止まつたように、

何かゆった りとした 日野宿だつた とい うことがわかるかなと思います。

それでは今 日、担当は私、渡辺 と、 日野図書館の石嶋ですが、案内役を勤めていただ く

のが横町の安西清 さん。安西清 さんはす ぐそばにお住まいです。それ と北原の松本保 さん

です。お二人 とも地元生まれの地元育ち。ずっと地元に住んでい らつしゃいますので、わ

か らないことがあった ら聞いて ください。それでは、案内を始めますのでゆっくりと歩き

ます。

石嶋 日出男 (日 野図書館):す みません、まず こちらの方にお集ま りくだ さい。 これは

昭和 28(1953)年 頃の 日野の航空地図です。ここが 日野駅です。これが中央線です。で、こ

この ところが甲州街道にな ります。 これか らこの辺一帯を歩いていただきます。

■ヅ

昭和 28(1953)年 頃の日野宿

こちらの方の地図ですが、これは今尾恵介 さんにお描きいただいたイラス トです。
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渡辺 :今尾恵介さんは地図ライター としてかなり全国的に有名で、いろんな本を出され

ているのでご存 じかと思いますが、日野にお住まいの方です。で、この地図を描いていた

だきました。

石嶋 :こ こからスター トして、こうい う感 じで行きます。ずっとこう行つて、こんなふ

うに回つて行きます。大体のコース取 り (1か ら 31の順)は こうい う感 じで、一応 2時間

を予定 しています。
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それでは早速、後ろ側の写真から。これが昭

和 12(1937)年 に、もうちょつと前は 300メ ー ト

ル ぐらい南側にあった駅舎を、こちらに新設 と

い う形で移 されたときの記念写真だそ うです。

この中に、この提供者で馬場収さんのお父さん

が写つています。それを収さんからお出しいた

だきました。こうい う形で今のこのスタイル と、

音のこのスタイル と、ちょっと比較 していただ

ければ。ちょっと向こう側に行ったときに見て

いただくと形がわかると思います。

渡辺 :都 内で唯一残る、農家風の建物をわざ

わざ国鉄が作つたんですよね。

日野駅ホーム遠望

昭和 12(1987)年  馬場収氏所蔵

安西清 (横町):私 はまだ生まれていま

①  現在地に移つて間もない頃の

新駅舎 と駅員

昭和 12(1937)年  馬場収氏所蔵

石嶋 :今須永 さんに見せていただいて

いるのは、 これ、大坂上って向こ う側、

南側の方の高台か ら当時のホームを撮 つ

た写真だそ うです。遠 くは多摩川が見え

ます。ここにちょっと建物が見えるのが、

これ、今はないんですが、お蚕 さんの研

究施設みたいなのがあったそ うで、その

跡地は今 グラウン ドとかになっています

が、こんなふ うな遠景だつたそ うです。

もし追加 していただければ。

せんか ら。

石嶋 :で はこちら側 にお回 りください。もう 1枚

松本 さんがい らつ しゃいます。

松本保 (北原 ):こ の道路 (歩道 トンネル )

がない頃ですね。 甲州街道はこれだけつき りで、

この通勤帯にはもう本当にここの ところ、 日野

自動車なんて相当な人が降 りま したか らね。 も

うここが出つ張っちゃって、バスもここへ停 ま

つたんです よね。ですか ら、まあここらですね。

それでその向こうはもう何 も、田んぼはなかっ

た時代でね。 これが、そっちの一番角が売店で、

それでこの階段があるためにこうい う屋根。で、

こちら側にあります。これを撮られた

これがそこの、向こう側のところか ら階段は上がって行つた。そ うそ う、そ うい うことで

② 日野駅

昭和 26(1951)年  松本保氏撮
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す。三輪車なんか、本当に田舎です よ。確かに俺、 もう1枚あると思 うんだけど、大が こ

の辺に寝そべったのがあったような気 もするんだけどね。そ うい うことです。

石嶋 :は い、あ りがとうございま した。須永

さん、ほかの写真があるで しょう。 これは昭和

20(1945)年代中頃なんですが、ホームの上か ら

日野台の坂をこう写 した雪景色です よね。工場

の方に向か う出勤途中の人たちを撮った写真で

す。ずつと向こうに見えるのが、今小学校があ

る東光寺 とか、そ うした ところを写 したそ うで

す。

それでは、横断歩道を渡つて向こう側に移っていただきます。ではお渡 りくだ さい。

石嶋 :こ の写真は 30(1955)年代の初め頃の

お祭 りのときの官神輿渡御の写真です。ちょ

うど、もうちょっと先ですが、 日の前。東側

を向いてください。皆 さんの方。遠 くに木々

が見えますが、あれが人坂神社です。現在は

ビルに隠れて見えません。ちょうど手前角に

派出所があつたんです よね。交番です。

安西 :お 神典のちょっと後ろの四角いのが

ありますね。 これが交番だと思います。それ

でこちらの方が立川の映画館の映画の看板。

これがずっと飾つてあって、それでこの角か

らこの道が奥へ入つていくと。で、ここの ところは川が表に出ていましたか ら、ここに小

さな橋があって、 日野銀座橋 とい うふ うな名前がついたのを覚えてお ります。

石嶋 :そ れでは前の方にお進み くだ さい。この 日野駅前か ら甲州街道東方面を望んだ写

真です。松本保 さんが撮 られていますのでちょっとお話をしていただけますか。

③  日野駅前か ら甲州街

道東方面を望む

昭和 26(1951)年

松本保氏撮影
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松本 :今 もう建物は違いますけどね。それで一番初めは、日通が入る前はここのところ

にパン屋 さんができたんです。日野自動車が昭和 12(1937)年 頃にできたときに、いすずベ

ーカリー といって、やっぱり2階建てか 3階建ての建物があったんです。それでこれが、

ここが今のその写真屋。ここにそば屋があって、たばこやなんかを売っていた高木 さんと

い う。それでさっき言つた映画の看板 とかこうい うのがここに。その当時交番 とい うのは

ここには今はない。ちゃんとこの橋の欄干 とい うんですか、これ。そこに今露出している、

あれがあります。これがそ うですね。こっち (南 )側 も、これもつぶ しちゃってそこの道

路になっちゃって。で、これが人坂神社の社です。

石嶋 :そ れではよろしいですか。それでは前の方にお進みください。おはようございま

す。回つてきましたのでよろしくお願い します。

今、こちらの方は志村 さんですが、ずっと長 く、

戦後は米屋 さんにお貸 ししていた らしいんです

が、それ以前は荒物屋 とい うか、お酒なんかも

売つていたそ うです。それで屋号が「大屋」(「 角

大屋」 とも)と い うそ うです。今は木村 さん、

今 こちらにい らつ しゃいますが、木村 さんが 2

階にお住まいで、 1階の方 も作業場になってい

るそ うです。先だつては 2日 間だけなんですが、

日野の祭 りとい うことで、特別の展示をさせて

い た だ い た よ うな 次 第 で す 。 これ は 昭 和

14(1939)年 頃の、ですから今のご当主の志村磨

智子さんのおじいちゃまご夫妻 と、あと実の娘さんとお孫さん。このお孫 さんは今もう 70

才近いんでしょうか。 とい うことだそ うです。

④  志村家 (屋 号「大屋」)

昭和 14(1939)年 頃 志村章氏撮影

それでは、ほかの写真 とい うことでここへ。

こちらが志村章 さん。磨智子 さんのお父様で

す。志村 さんは小西六 (現 コニカ ミノルタ)

にお勤めだったので、かな り写真 を撮 られて

お ります。で、一番下の三女の方。今、木村

さんの奥様にな られているまゆみ さん。ちょ

うどこちらの方 (南西)か ら、角度か ら撮 ら

れた建物がこれですね。 ここにスクーターが

写っているんですが、皆 さんラビッ トつてご

存 じですか。 この辺では一番初めにこの志村

章さんが持ってお られて、お嬢 さん方からすれば、夕方この、何 と言 うんですか、 どうい

う音だったのか自分はわからないのですが、音を聞 くと「ああ、お父 さんが帰ってきた」

とい うのがわかった ぐらい珍 しかった とい うことです。これが昭和 28(1953)年頃の写真だ

父と子 昭和 28(1953)年

志村磨智子氏所蔵
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そ うです。

あともう1枚なんですが、もうちょつと先の方からこつち (東 )

写 した写真だそ うです。 これは松本 さんなんかがよくおわか りだ と

を。お風呂屋 さんがあった。パチンコ屋 さんが。

の方。こういう方向で

思うのでちょっとお話

理容やまもと前

昭和 43(1968)年  志村章氏撮影

松本 :そ こに、今工事中のところ。それがですね、お風呂屋の前は瀬戸物屋をやってい

た、石川 さんってね。その後お風呂屋 をやって、その後今度はスーパマをやつた りして。

で、パチンコ屋をやって、今また工事中なんですけれ ども。それでこれ、甲州街道。昔は

こつちをこう、これが旧道なんです。それで暮れになると「市」 といってね、正月に使 う

お飾 りだとかいろんなものをここでこうやつたのを、俺なんか子 どもの頃覚えています。

それでこの辺、この一帯を 「本宿」つて通称言 うんですよね。ですか ら甲州街道はここ

で本当の本宿だつたのかどうなのか、あるいはもうちょつと向こうまでいってますか ら、

あるいはもうちょつと向こう側、もとの甲州街道正道ができる前はもつと向こうに、滝山

の方へ行 くような道があった と思 うんです よね。それでこの一帯を本宿 とい うことです。

安西 :すみません、そっちに中宿、下宿 とい う場所があ ります。

谷富二 (谷 戸):こ こへ出たんです よ、お正月の飾 りや何かが。 もうちょつとこの向こ

う側に。そ してあそこは石川 さんの瀬戸物屋 さん。その向こうに自転車屋 さんがあったん

ですね。井上のね。

石嶋 :で はちょっと先に。あ りが とうございました。

志村 さんの隣が床屋 さんだったそ うです。で、山本 さん。

今息子 さんが跡を取 られてますが、この辺に 「理容やま

もと」 とい う床屋 さんを開いていたそ うです。で、 2階
の方の部分は、この山本 さんがご結婚なさるとい うこと

で 2階 に改築 された。そこか らは多摩川の方で花火大会

があるとそれがご覧になれた ぐらいの、す ごく周 りが景

色がよかったようです。 ⑤  理容やまもと

安西 :う ちの親父が同級生で。           昭和 32(1957)年 頃 山本豊氏撮影

谷 :山本 さんは こことね、 中宿 と下宿 に床屋 さんをや っていたんです よ。
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石嶋 :春蔵さんと秋蔵さん。

安西 :秋 さんだね。

松 本 「秋床 」つていってね。

石嶋 :通称 「秋床」。

谷 :え え、そ うですね。

松本 :下宿にあるのが春さん。

谷 :春 さんが一番最後までやっていたんだよね。娘さんが今ね、あとやったんだけどね、

4、 5年前にやめたんです。前の鈴木の。

石嶋 :「 鈴藤」さんの近くです。

石嶋 :じ ゃあ、これからまたこの反対側に移っていただいて。ここに一枚飾つてあるん

ですが、ちょうど皆さんが立たれているところに、これ消防小屋なんですが、ちょつとこ

こは増築 したそ うなんです。だからここに半

鐘がありますよね。これは昭和 31(1956)年 で

すが、それよりもあとになるとこうい うふ うに

櫓とい うか、柱が建って、梯子が立って、こう

なっていたそ うです。ちょうど向こうですね。

今交差点が 日野駅前東交差点 となっています

が、そっちの方向を見て撮った写真ですね。こ

の写真もちょうど比較できると思 うんですが、

中央線の高架がありますね。
⑥ 甲州街道 日野駅方面

昭和 31(1956)年 4月  志村章氏撮影

石嶋 :あ ともう 1枚。 これは昭和 39(1964)年

だか らオ リンピックですね。東京オ リンピックの

ときの 自転車競走。 これ は団体競技だつたみたい

ですが、ちょうど八王子の方か らこつちに向かつ

てるところですね。 ここら辺の ところをちょっ と、

安西 さん、 どうで しょうか。

安西 :ま あこの とお りなので、何か逆にご質

問があればお話 を したい と思 うんです け ど。

石嶋 :そ この一番左 に信用金庫みたいなのが

東京オ リンピック自転車競走

昭和 39(1964)年 10月  小宮山寿一氏撮影

あつたです よね。

安西 :振興信用組合だ と思 うんですが。それか らこれが 「せんべい屋 」といって、そ こ

の角の、今の灰色の建物 (谷井 ビル)の ところに荒物屋があったんですね。その音おせん

べいを売つていたんで しょうけれ ども、屋 号が 「せんべい屋 」 とい うことで、よく小物 を

買 うのに 「せんべい屋へ行 ってほ うきを買つて来い」とか、「せんべい屋へ行 つて下着買つ

て来い」 とか。何でせ んべい と下着が 一緒 になるんだ とい うふ うな笑い話があ りま した。

それか らその隣がその後曽我 さん といって新聞屋 さんになった り、魚屋 さんがあった り、
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それからお菓子屋 さんがあった りとい うような並びになるんだと思います。

石 嶋

安西

石嶋

安西

石嶋

安西

自転車置き場 とい うのはこの辺にありました ?

自転車置き場はこつちでしょう。

あ、もつと向こうですね。

小島さんのところですから。

ああそ うですか。

ここも小島さんだな、でも。

石嶋 :何かほかに。山本さん、すみませんでした。先ほどの床屋 さんの、今跡を取つて

いる山本豊さんです。すみません、お騒がせ して。何か写真のことで、今ちょっとご説明

してたのですが、春蔵 さんと秋蔵 さんと、お父様が、そのおじいちゃまは何 とおつしゃる

んでしたっけ。

山本豊 (森 町):ですからうちが秋蔵で。向こうが春蔵です。春 と秋で、「春床」さんっ

てい う。当時農家だったもので、非常に大変なので、日銭が入るのが床屋が一番いいとい

うので、親が奉公に出したらしいんですよ。それが都内の方に行つてて、それからこつち

に戻つて来て。最初はその角のところで床屋をやつていたそ うです。それでこちらに移つ

て、で、その辺が「大屋」のおじいさんが、「いいよいいよ」でずっとそのまま居座つちゃ

ったような格好です。

石嶋 :あ りがとうございました。それではまたちょっと戻つて、日野駅前東交差点を渡

つていただきます。

これ、反対側からこう見ている、向こう側からなんですよ。いや、片桐さんって前はこ

つちにあった。

ここはじゃあ、安西さん、どうぞ。ずつと

安西 :こ の写真は、今ちょうどお立ちの

ところから東側に車が停まっていますけど、

あちらの方を見たところです。先ほど駅の

前の川がありましたけれ ども、その川がこ

こにずつと流れて、今この道の下になって

います。両方に欄干があつて、それでここ

のところに 1軒、 2軒、 3軒、 4軒、 5軒、

それからこちらの方に 1軒、麦わら屋根の

家がそのまま並んでいました。これが安西

さん、それで私の家がこの隣の安西。 これ

が風間さん、それから志村さん、それから

三田さんと。

こちらにいらつしゃつてください。

で、みんな屋号が各家ごとについてお りまして

ましたね。川沿いだからね。それで私の家が 「金

①  雪の旧甲州街道宝泉寺方面

昭和 20(1945)年 代初頭 志村章氏撮影

、ここの安西 さんは 「瀬戸」 と言つてい

子屋」で した。それか らその隣の風間さ
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んが「やきつぎ屋」。焼き接ぎとい うのは、鍬なんかを使つているとどんどん減つて くるん

ですね、長 さが。そ うす ると鍛治屋 さんがそれに先つちょを足 して、それでまた新 しい鍬

にする。そ うい うふ うな鍛治屋 さんとい う意味 らしいです。それか ら、その隣の志村 さん

が「豆腐屋」とい うふ うな、そんなふ うに 1軒 1軒屋号が付いていた とい うことです。で、

今 ここに立っているところが、そのさっきお話 した 「せんべい屋」です。「せんべい屋」の

ところにある薬屋で薬買つて来い」 とい う、今の時代はそ うい うふ うになってお りますけ

れ ども。

ちようど雪の降った ところですね。

ヽ

石嶋 :こ の写真は、今疑間に思われた方 もい

らつしゃると思 うんですが、片桐靴店つてこつ

ち側にもあるんですが、この頃はその角つこ、

今そこの 日野不動産辺 りにあったんだそ うです。

ちょうどこれが四谷の方に抜 ける道のところに

今、神輿ですか、が行 こうとしているところで

すね。その角つこは、そこはあれで したつけ。

安西 :お風呂屋 さん。

八坂神社の祭 リー仲町子 ども山車

昭和 30(1955)年  志村章氏撮影

八坂神社の祭 リーかたぎり靴店付近

昭和 30(195)年 頃 志村章氏撮影

石嶋 :本 当の手前ですね。あともう1つ は逆に、ちょうどこの建物辺 りが洋服屋 さんで

すね。

安西 :小 島洋品店です。

石嶋 :こ の山車は仲町の山車だそ うです。 この

辺は横町、山車は仲町、で、これを撮 られた先ほ

どの志村章さんは 「加組」 とい う、横町 とか森町

とか金子橋 と北原の、4つで連合体としてその「加

組」があるんですが、その一員だつたんだそ うで

す。それで うちには山車がないんでね、来年は何

とか作つてや りたいと。子 どもから引つ張 りたい

とい う話があつても、ないものだから応えられな

かつたときに、そんなコメン トがこの写真の裏に

書かれていました。

石嶋 :こ れがちょうど日の前ですよね。これはお祭 りのときに子どもたちが、触れ太鼓

とい うんですか。それを引つ張つているところらしいです。大分変わっていますけども、

寿司屋 さんなんかもあつて。 これはあれですかね、質屋 さん。

安西 :質屋 さん。この裏の質屋 さんじゃないかな。谷川質屋 さんってあった ?

石嶋 :谷川 さんってい う名前が付いているんですが、質屋 さんがあったんですか。

安西 :看板だけで しょう。
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松本 :あ あ、質屋 じゃん。寿司勝 もあるじや

ない。寿司勝 じゃない、寿司藤だな。そこだ、

テ レビキッズ (現 リサイクル ショップ)の とこ

ろだ。 じゃあこれが 「てっぽ」だ。通称 「てつ

ぽ」。

石嶋 :「 てっぽ」だそ うです。 じゃあこの写

真はこの前で。 じゃ、この後また人坂神社の方

に回つていただきます。

八坂神社の祭 リー子どもの先触れ太鼓

昭和 28(1953)年  安西実氏撮影

石嶋 :よ ろしいですか。これ も志村章 さんが撮 られた写真なんですが、左の方に 「菓子

店」 と書かれてます よね。それはここに、もう1枚の写真を見ていただくとわかるんです

が「か どや菓子店」。この辺にお菓子屋 さんがちょうどあつたんだそ うです。この写真、パ

レー ドみたいなんですが、これ、いつ頃撮 られた写真かはちょっと今特定できませんが、

昭和 30(1955)年前後かな とい う話です。ここに「か どや」さん。この辺にその、通いでや

られていた高橋 さん とい う女の方が写つているとい うところまではわかつているんが、 じ

ゃあこれが何のパ レー ドか、ちょっと今特定できません。面白いのはここに車が、外車で

すよね、停まっていて、この辺中央に外国人の人が見ていませんですかね。何か男の人 と

女の人がこれを、このちんどん屋 じゃないけどパ レー ドを。

③  八坂神社の祭 リー花輸医院前

昭和 30(1955)年 9月  志村章氏撮影

仮装行列―かどや菓子店前

昭和 30(1955)年 前後 志村章氏撮影

山本 :そ れ、ちんどん屋か何か。

石嶋 :こ こに外国の人がこう。とい うか 日野自動車なのかなとい う、何 とか係 とか課 と

かとい うのがこの下 (屋形船の船尾)に書いてあって、そ うかなとい うところまでなんで

す。志村さんのコメン トは付いてなかったんです。このわらぶきみたいのがどちらなんで

したつけ、反対側の鍛治屋 さん。

山本 :鍛治屋の家がわらぶき屋根だった。

石嶋 :だからあの辺からこう写 したんじゃないかとい うことだそ うです。
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松本 :こ の 「か どや」があるんだったら市制祝いかもわか らないな、これ。「か どや」

とい うのはそんなに昔はないんだか ら。だか ら市制祝いのパ レー ドです よね。

石嶋 :昭 和 38(1963)年 に日野市になったんですが、そのころ じゃないか とい う話があ り

ました。

ではこのあと人坂神社の方にまい ります。

石嶋 :こ れは戸高要 (も とむ)さ んとい う方が

撮られた、当時としては珍 しいカラーなんですね。

スライ ドで撮 られたものを起こした写真です。昭

和 37(1962)年 だからまだ日野町だつた、その頃の

写真だそ うです。ここ、ちょつと小さいのでよく

わからないんですが、ここにお正月の飾 りが写っ

ているみたいなんです。それでこれは多分 1月 7

日ぐらいまでのですか。 しめ飾 りとい うか、じゃ

ないかとい うことだそ うです。 ⑨  八坂神社前から甲州街道南側を望む

昭和 37(1962)年 頃 戸高要氏撮影

出征祈願

昭和 15(1940)年  松本季男氏所蔵

それか ら大分たつてか ら、これは昭和 31

(1956)年ですか。 これはその志村 さんの とこ

ろの一番下のお嬢 さんが遠足に出かけるとき

に、何かこの人坂神社の境内で集 まられてか

ら、これか ら一小のほ うに向か うところの写

真だそ うです。まだこの ときは木がかな りあ

りま したね。今 と比較 していただければと思

います。何か追加 を。

松本 :こ こに大きな石があるんです よ。

これが 日露戦争に行った人の石 (日 露戦役記念碑

で、この写真 と、これは大分前なんでが、昭

和 15(1940)年 。この提供者の松本季男 さん と

い う方が戦争に出征するときの出征祈願で、

ちょうどここに神主 さんが写つているんです

ね。土淵英 (は なぶ さ)さ ん。今の官司さん

のお じいちゃまぐらいが、今 ここで入つて く

るところを待たれているんですか、出迎えて

いるところの写真だそ うです。 ものす ごく木

が、このケヤキ木が うつそ うとしています。

八坂神社鳥居前

昭和 31(1956)年  志村章氏撮影

)が。 これ今 この上の矢の山公園 とい う

鍼

・ζ

麟

竹■

ところに移転 し

てあ りますけどね。 ここに石があつてまわ りを富士山の岩石で囲つてあつた。
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中へ入れないようにできていて、七五三のお祝いの ときなんかね、餅をまいた りみ

かんをまいた り、この上からやったんです。本当にあれですね、木がいつぱいあって本

当に涼 しい。それでそこにも、今その横断歩道禁上のところにも、こっち側に見える、こ

れがこの道路のそこにあったんです。それで枯れちゃって、もうこうい うふ うにしちゃっ

たの。道路のところにも、ですか ら前は道路はあれだつたのが、歩道の部分を引つ込めた

のか、 どうなのかね。

八坂神社前の通 り

昭和 31(1956)年  志村章氏撮影

られていたそ うです。

では前にお進みください。 じゃ、安西 さんお願いします。

石嶋 :こ こに、子 どもたちが歩いているところ

にレンガが敷かれていたそ うです。そ してその レ

ンガ とい うのは人王子の長沼に大阪窯業 とい う工

場があって、そこで作 られた レンガだそ うです。

で、実は山本 さんのところにその レンガが車止め

でこの前、使われていたのを発見 しま して、さっ

そ く郷土資料館のレンガの専門の学芸員 さんに伝

えたところ、是非ほしい と言つていただいたんで

す。前はここにずっとそ うい うレンガが敷 き詰め

安西 :こ れはこの一帯が森町 とい う地名なんで

すね。 自治会なんです。そこの自治会員の人たち

が どこか旅行に行 くとい うことで人坂神社の前に

集まって、それでバスに乗る直前 と。当時立川バ

スが観光バスの車体に使っていたバスがサザエ さ

ん とい うふ うなあれを使つていま してね。 これ、

後ほど裁判沙汰になって、使えなくなった とい う

ことがあるんですけれ ども、ちょうどそこにサザ

エ さんの絵が描いてあって、ここにもサザエ さん

が描いてある。そ うすると立川バスだなとい うふ

①  八坂神社鳥居前一森町町内会旅行の朝

昭和 30(1955)年 10月  志村章氏撮影

うなこと

ここに

がこれ く

渡 辺

山本

石嶋

山本

石嶋

がわかったとい うことです。

いる人が真野保 さんですから、何人かは覚えのある顔はいますけれ ども、多分私

らいの年の頃 じゃなかったかなと思います、多分。

それは自治会で どこへ行ったの ?

この写真は自治会で箱根に旅行に行 ったときの、集合するときの写真です。

山本 さんは写つてませんで したか。

行つてなかったです。

とい うことだそ うです。 じゃあ前の方ヘ

ヘちよつと、中のほうにどうぞ。はこちら
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石嶋 :こ こが馬場商会 とい う、ガソリンス

タン ドとか。以前はこちら側、左側が自転車

で、自転車部門。こちらのほうに整備工場み

ヒいなのがあったそ うなんですね。で、こう

/ヽ う写真の中で電柱なんかがこう出てくるん

ですが、意外 と今 と大体同じような位置に電

旺つてあるんだそ うです。そ うするとその辺

いなとい う気もしますが、実際はそこの前の

市役所通 りなんてい うのは昭和 50(1975)年

代にできたので、全然昔はなかったんですね。

ちようど皆 さんの東の方をちよつと。そ うですね、南東の方を見ていただくと、これ、一

番右側がここの、今当主の馬場一衛 さんが写つています。 日の前の町並みとい うのが、建

具屋 さんとか床屋 さんとか、井上ボタンとかとい う、何か化粧品なんかも売つていた井上

さんのところはボタン屋 さんだそ うです。この辺のことをちょつと、何かあれば。

山本 :こ の今の雨宮 さんて書いてあるあそ

こが、あれが菓子屋 さんだつけ。石坂
″
さんのと

ころにあ りま した。 それ か らその隣 に今 の

この井上ボタンとか、それから床屋 さん、坂本

さんがす ぐそこにあつたんですね。そこが相模

屋のお菓子屋ですか、相模屋 さんがあつて、こ

こら辺がちょつとどいちゃつたので。ああ、桃

井 さんがあったんだね。あとは天野さん。天野

さんはこっちだから豆腐屋 さん。ここだったよ

ね。そんなところでここら辺は。何かよく説明

ができないのですみません。

不明 :そ れでこの辺に 「提灯屋」があつた。

山本 :提灯屋はここです。「森屋」 (一 ノ瀬家屋号)の ここ。

石嶋 :すみません、ここの写真のこの建物が提灯屋。屋号だと「広瀬屋」さんなんです

が提灯屋というような言い方をされていた。馬場さんという。ここの馬場商会の馬場さん

の分家のお宅が広瀬屋さんということだそうです。それで反対側に宇津木さんで 「泉屋」

さん。今たましんが建ってます。それが豆腐屋さん。

安西 :こ れ (「 かねこばし」のモニュメン ト)は別に古いものじゃないんですけど、こ

の一帯を金子橋自治会というんです。多分この裏の用水に架かっていた橋を金子橋と呼ん

だのかもしれませんが、どうなんでしょう。

谷 :いや、甲州街道の、その前の話だよね。

安西 :だからこれは古いものじゃなくて、自治会の名前を変えたというあたりだと思い

ます。それでこの馬場さんのお父さんというのは、日野で最初に自動車の免許を取つたん

O馬 場商会

昭和 33(1958)年  馬場―衛氏撮影

高校時代の馬場―衛氏とふた りの友人

昭和 34(1959)年 頃 馬場―衛氏所蔵
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だそ うです。それで 自動車の整備 もできるようになった と。その当時消防 自動車が消防署

に配備 されたんだけれ ども、火事のときになると「馬場 さん、運転 して くれ」 とい うこと

で、消防署員が運転できなかった とい う、そんな話を聞いたことがあ ります。

石嶋 :あ りがとうございました。では前の方に。

1                ・ ■ 1.|■

甲州街道一振興信用組合付近

昭和 30(1955)年 代 日野恭志氏所蔵

安西 :歩道がちゃんとできているものね。

この トラックなんかは、これ米軍のです よね。

いや、そ うじゃない。国産車。

こんな町並みだつたそ うです。 では前に、すみません。

石嶋 :で は、松本 さん。ちょっとお話を。

安西 :こ れはオ リンピックが始まる前、

私が中学校 1年か 2年 の ときですけれ ども

アジア大会があ りま した。アジア大会のと

きの自転車の レースの写真 とい うことです

ね。 これが今ここに残つている石積みの蔵。

実はここは渡辺 さん とい う家なんですが、

元は質屋 さん、それをやっていた とい うこ

とでこれだけの蔵が建っていたんだと思い

ます。違 う?

石嶋

松本

石嶋

松本

安西

松本

石嶋

石嶋 :ち ょっとこっち側 にお入 りくだ さい。

この景色と今の景色 とちょっとお比べ くだ さい。

右手の方に大東京信用組合 と書いてあ りますが、

先ほど駅の方に信用組合があ りましたよね。そ

れがこつち側に移つて、今は大東京つてなって

は「1[薫
力
llζ重31警|こ :II:iriゞ ]λ ll彗

だつたそ うです。これ は昭和 30(1955)年代 ぐら

いで しょ っか。

⑫  渡辺家前 一アジア大会自転車競走

昭和 33(1958)年 5月  古谷永治氏撮影

不明 :酒屋 さんじゃないの ?質屋 さん ?

安西 :で、この町並みがこうなっていて、先程の馬場自転車屋 さんがこの辺の並びにな

ります。

石嶋 :馬場 さんの方ですね、質屋の。御曹司。邦ちゃん。

安西 :違 うかな、ちょっと言つて。

質屋 さんは、裏でやったんだ。でもこれはその蔵ですね。

失礼 しました。質屋 さんはこの裏が入 り口だつたそうです。すみません でした。

土蔵があった。

土蔵でやっていたそ うです。
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石嶋 :で は、松本 さんに。

松本 :こ れが、今この場所 (コ ンビニ
)

になってお りますけれ ども、扇屋酒店。現

在の 日野市長のお宅です。それで市長のお

父 さんは戦争で亡 くなっているんですけれ

ども、おばあさん、お母 さんでこの頃や つ

ていたんです。それで市長 さん もやつてお

つた と。それでこの裏、ずっと裏はね、や

は り旧家ですか らね、代々やつていた。そ

れで どこかで私は古い写 しをもらったんで

すけど、やは り扇屋の火事 とい うのが昔、

ちょつと思い出せないんですけどもあつてですね。随分 この 日野町だけじゃなくて、裏山

の方が燃 えちゃったか ら、結構遠 くからその火事見舞い、茶碗を 10膳 とか、10皿だ とか、

縄を何本だ とかね、そ うい う火事見舞いのね。随分遠 くか らもいろいろ、こうい う酒屋の

取引があつたか何かわからんですけどね。そ うい うような、書いたものが私ももらつて持

つていたんです。 どこかへ入っちゃっているんですけど。

ですか らやは り、この辺は全部馬場が多いんですけど、やは り武 田の系統でこちらの方

へ来た らしいですね。 さっきの馬場 自動車屋にしてもそ うだ し、その隣の、隣の隣 も馬場

さん。また扇屋 とか、そ うい うことがあ りますよ。馬場一族がやは り武 田の方か らこちら

へ来た らしいです。本当は市長が出てきて説明 してくれ ると一番いいんですがね。

石嶋 :こ の写真は向かいの方に自転車屋 さ

ん (猪 鼻輪業)力 あ` りますが、その自転車屋

さんの方か らこちらの北側の写真を撮 ったと

ころです。一番左の方に見える蔵がこの扇屋

の蔵だそ うです。 これか ら今 この通 りをず つ

と歩いてい くと、図書館の方に行 くんですが、

反対側か ら、斜めの方か ら見るとこんな町並

:===″よ

⑬  扇屋 (馬 場家屋号 )

昭和 37(1962)年 11月  馬場弘融氏撮影

甲州街道北側 ―柏屋 、中島ら、とん店付近

昭和 37(1962)年  猪鼻洋助氏撮影

みだつたそ うです。蔵は道路建設時に姿を消

したそ うです。では渡つてください。

石嶋 :こ こは仲町 とい うところだったので、

写真で見ます とちょうどこの山車があ ります

O 柏屋旅館横 ―仲町山車―

昭和 32(1957)年 9月  古谷永治氏撮影

螂

鰺
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が、この辺に納まっていたんですね。今のお宅が

右側、今 ビルが建っていますが、ここが 「柏屋」

でお祭 りの とき。 これは昭和 32(1957)年です。

もうちょっと先へ。

先ほどの写真 より 1つ こつちへ手前なんです

が、先ほど見ていただいた中島寝具店。で、今

は中島ふ とん商会。 ちょうどこれ、昭和 39

(1964)年のオ リンピックの聖火 リレー。 この と

きは何か小雨だつたんですか。予行のときには

曇 りだつたんですが、当日は残念なことに小雨

だつたそ うです。東尚士 さん撮影の当時の 8ミ

リのフィルムなんかも図書館でお預か りしてい

ます。 一番先頭 を駆けているのが米倉三雄 さん

とい う方だそ うです。

①  日野町役場 ―現中央公民館、中央福

祉センター入口向かい一

昭和 26(1951)年  松本 保氏撮影

、土方 さんの ところはこちら。で、この

とい う旅館だつたそ うです。 こんな感 じ

①  中島寝具店前

一東京オ リンピック聖火 リレーー

昭和 39(1964)年 10月  猪鼻洋助氏撮影

石嶋 :それでは中の方に入つていただけますか。じゃ、この写真を松本さんからご説明

していただきます。

松本 :別 に人 も何 もない、ただ建物だけだか

ら説明も何 もない と思 うんですけども、何かこの

建物は古い建物だつた らしいね。あとこっち側ヘ

足 したようなあれで、私なんかも本 当に役場なん

てい うのは余 り、今ほど用がないからね。でもこ

の、これはモ ミジです よ。それでこの隣に、まだ

消防署なんてできる前は 日野町消防団の本団が

あつて、消防 自動車が 1台 あった とい うことです

ね。で、こちらに、戦後になって消防署の何かあ

れが変わって、日野町消防署 とい うのが。昔は消

防 とか警察 とい うのは自治体で持っていたもの

なんです よ。ですか ら日野町消防署 とい うのが、まあ、この辺の境がよくわか らな くて、

こちら側にあった りね。で、何かこれはそちらにあったものを、普門寺の方にあつたもの

をこつちへ持ってきた とか何か、余 り詳 しいことはわか りませんけれ ども。それで、この

鬼瓦みたいなやつは、これはこれ を壊 した ときに 日野橋のたもとの人が本所 さんとい う方

なんですけどね、そこへ何か持っていった。で、何かあると、町の行事があるとこの玄関

の ところで撮つた り、あるいは小学校の玄関のところで撮った写真は結構、私のところで

も、国勢調査は何年だった ?

石嶋 :昭和 5(1930)年 で したっけ。

松本 :5年だっけ、あれなんかもここで、これをバ ックで撮った写真があ ります。
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石 嶋 :あ りが とうございます。 じゃ、反対側

にも う 1枚。今松本 さんの方か らお話があった

んですが、今公民館 とか福祉セ ンターになって

いますが、 ここが小学校、尋常高等小学

校があつたそ うです。

日野尋常高等小学校

昭和 4(1929)年  中嶋基宏氏所蔵

くにあるとい うことで、それを掘 り起こ

から見ていただきますが、そんな遺跡 も

0 日野尋常高等小学校

昭和 4(1929)年  中嶋基宏氏所蔵

今 ここにも う 1枚あるんですが、 これ は昭

和 4(1929)年 の卒業アルバムに出ていた もの

ですが、 これは子 どもたちが遊んでい るとこ

ろです。実は最近、 ここの小学校の門扉、 こ

の門扉 の石の礎石ですね。 この礎石がその近

して今図書館 の前に飾 ってあ ります。それ はこれ

発掘 されま した。

安西 :私 たちが中学校に入つた昭和 30(1955)年から 33(1958)年までなんですが、これ

が校庭で私たちは実際にこの辺の教室で勉強 したとい う覚えがあります。この後こちらの

方に調理教室ができたり、ここに図書館ができ

た りとい う形でやつていたのですが、グラウン

ドが狭い、児童が増えたとい うことでこの下に

中学が移っています。

石嶋 :こ れが松本さんの撮 られた中学校の写

真ですね。

松本 :グ ラウン ドで、ちょつとこの辺にあた

るかと思 うんですけども、ケヤキがこれ、影が

真ん中の方に、 3本かな、 4本かな、太いケヤ

キがあって、その影がそこに写つている写真で

す。

日野町立 日野中学校

昭和 26(1951)年  松本 保氏撮影

-17-



石嶋 :そ れでは前の方にお進み ください。

じゃあこちらの方へ どうぞ。 これはちょ

っと時代的には大分前なんですが、昭和 3

(1928)年の昭和天皇の御大典を記念 して、

かな り町で催 しものが行われているみたい

なのですが、消防団の団員の方が、ちょう

ど今 ここにある図書館、これは有山さんと

い うお宅の前で消防の、こうい う火の見や

ぐらとかあ りますが、その前で撮 られた写

真だそ うです。 ここの右側に仲町 と書いで

あ りますが、これは仲町の御大典の奉祝塔

とい うんですかお祝いの塔だそ うです。 こ

れはさつきご紹介 した駅の近 くの 「加組」の方でも同 じようにやつている。下宿の方にも

建て られたそ うです。では前へ。

これが先ほど言いま した門柱の礎石だそ うです。 ここに後ろの公園の ところにあったも

のをこちらに展示 してあ ります。それでは前へ。

ここ日野宿交流館では 「日野のこどもたち」 と

伝えして、このまま進みますが、お時間があ りま

すが、その他は開いていますのでご覧 くだ さい。

石嶋 :そ れではお渡 りください。よろし

いですか。 ここが落合 さん。屋号が 「山田

屋」 さん。 よく見ていただきたいのは、こ

この、川崎街道なんですが、昭和になつて

できたので昭和横丁 とい うような呼び名が

付いているらしいです。その車の向こう側

に宮崎製材木工所 とい う看板があ ります よ

ね。実はここにあったんだそ うです。 もつ

と奥の方に今は移つているんですが、前は、

この昭和 39(1964)年 当時はす ぐそばにあつ

たそ うです。

谷 :ですか ら、この写真を見ると、ここがいわゆる山田屋 さんで、今そこのスーパーア

ルプスの看板の向こ うに宮崎製材木工所があ り、それで今の古谷 さんはその裏にあったん

だそ うです。

不明 :す ると、後退 したんですか。

谷 :そ うです。 この道路は、バスが通るようになって道路が広 くなったときにこれが変

①  有山家前 ‐御大典奉祝記念

一日野町消防組第四部―

昭和 3(1928)年 11月  守屋善輝氏所蔵

い う写真展をやっているとい うことをお

した らこちらの方 も、月曜 日はお休みで

では前へ行きます。

饒

① ,ll崎 街道入ロ

昭和 39(1964)年 1月  落合和夫氏所蔵

≫

ル
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わったんです。靴屋 さん (戸崎家)は ここから3軒から4軒向こうの自転車屋 (今 井家 )

の隣でやっていたんですが、道路が変わるというので引つ越 したんです。そ うい う状況で

す。

山本 :わ か りました。何 となくわかった。

石嶋 :と い うことだそ うです。それではちょうど青になりましたので、お渡 りください。

石嶋 :こ れは高幡のお不動 さんへ行 く道 とい うことで、実際ここ、今あるんですが、こ

れは明治 17(1884)年 に建てられたそ うですが、実はこれ昭和横丁ができるときに大門通 り

の入 り口付近からここに移ってきたものです。これから今歩いていくときにもとあつたと

ころをご案内しますが、もともとはここにあつたのではないそ うです。

石嶋 :よ ろしいですか。それでは、この今本陣の写真 と、猪鼻さんの自転車屋 さんの写

真、ちょうど猪鼻さんがいらっしゃいますので、ご説明いただきます。

猪鼻洋助 (仲 町):お はようございます。今 日はどうも。 ここにお勤めになっていた馬

場 さんもおられるんですけどね。今考えてみますとこの隣に大きな呉服屋 さんがあって、

よくここにあんな大きな家が建っていたかなと思 うくらいの景色なんですけれ ど。 この門

なんですけどね、余 り、多分案内の人も説明していないと思 うんですが、私なんか小さい

ときにはベンガラが、下佐藤 さんの門には塗つてあったんですね。それでちょつと赤みを

帯びていましてね。朱 じゃなくてベンガラだとい う話なので、ここにおられる馬場 さんに

ちょつと伺つてみます。

④  旧日野郵使局 ―下佐藤家、日野宿本陣

昭和 18～ 20(1943～ 45)年 頃

佐藤彦五郎新選組資料館所蔵

旧日野郵使局 ―下佐藤家、日野宿本陣―

昭和 52(1977)年 頃 馬場 収氏撮影

馬場 さんなんかの入つた頃、あの門が上佐藤のは白木で、色が塗ってあった と思 うんで

すけど、そこら辺記憶はどうで しょうか。

石嶋 :こ れが馬場収 さんか ら提供 していただいた写真です。

馬場収 (仲 町 ):こ の写真は、昔は、今は余 りそ うい う特定郵便局 とい う名前は言いま

せんけれ ども、特定郵便局 とい う形で代々その局を開いた、ここで言えば佐藤呈 (あ きら)

さんで したかね。その前は佐藤仁 (じ ん)さ んだったかね、いるんですけど、そ ういつた
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ことで。 これは昭和 31(1956)年 頃まで、ちょうどこの門がある左に局が建っていまして、

昭和 37(1962)年 に特定郵便局 とい うのが廃止になつて、普通郵便局、それが先ほど言いま

した図書館、そこの。図書館に新 しい 2階建ての局ができま して、それでその後 10年 ぐら

い して、今度は今の向こうの局に移つたんです。当時はだか ら電話の交換の仕事 もやつて

いました。そ ういったことでもう大分長 く、ここに昭和 23(1948)年 か ら昭和 41(1966)年 ま

で 18年 間。向こうは行つてないですよ。そこまでね、あとずっと転勤転勤で 40何年勤め

ましたけど。そ ういったことでここにはえらい。当時ここに佐藤彦五郎の道場が前にあつ

て、それで私、ここにいる頃はそこの本陣の家の中で卓球をやった りしたんです。台所で。

そ ういつた記憶があ りますけど。そんなことで懐か しい写真。 どうもあ りがとうございま

した。

石嶋 :あ りが とうございま した。では猪鼻 さ

んのお店の方の写真。

猪 鼻 :こ の 写 真 な ん で す け どね 、 昭 和

37(1962)年 ごろ、第 1次のサイクリングがはや

つていたんです。市内の業者が市内の子 どもさ

んや何かを連れて、町田の方 とか北多摩の方ヘ

サイクリングした ときに、朝のスナ ップでちょ

っと撮っておいたやつなんですけどね。 この写

真で今ちょっとなくなった家 もたくさんあるん

です けれ ども、 うちの隣が土方 さん とい って

呉服屋 さんをやっていて、のちにパーマ屋 さん

になった家がかすかに写っていて、局の三角屋根、その向こうが、やっぱり局の保険を取

り扱っていた日ノ出屋 さんの看板がかすかにまだ残つている、その隣が東京電力の日野の

事務所のところがちょっと入つている。 うちの家はそのままで、建てて 2年 目ぐらいの、

多分写真だと思 うんですけどね。そんなような写真が うちに 1枚残つていたので、図書館

の方へ提供 したような次第です。

④ 猪鼻輪業

昭和 37(1962)年 頃 猪鼻洋助氏撮影

石嶋 :猪鼻さん、じゃ、今度はこっちで。

猪鼻 :そ れではこの、今図書館の方が持っ

ている写真が、 うちの隣、ここから隣が長屋

門になっていましてね。長田履物店、吉野人

百屋、その次が上佐藤の、少 しへこんで門が

ありまして、この門が少 しへこんで撮つた写

真なんですけどね。このような立派な長屋門

がつい 30年 ぐらい前までは残つてお りました

んですが、今ほとんど現状のままで向こうヘ

冠木門の形で残ってありますね。今この前に

長田履物店前

昭和 56(1981)年  猪鼻洋助氏撮
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写つているのが私の次男坊で、昭和 54(1979)年 の生まれの子 どもが、ちょつと2歳 ぐらい、

1歳半か 2歳 ぐらいの ときのが写っていますね。大分風景変わっていますが。

石嶋 :ど うもあ りが とうございま した。それでは前の方に。

⑫  甲州街道南側の町並み一大門通 り東 昭和 35(1960)年  戸高 要氏撮影

これは戸高要 さんが撮 られた写真なんですが、実はこれ ともう一対反対、これは東側な

んですが、西側の写真が、あとで見ていただきますが、今で言 う日野本町二丁 目のあの交

差点から東側 と西側を撮 られた写真だそ うです。ちょうどここ佐藤元雄 さんのお宅に、今

飾 らせていただいているのは、屋号で言 うと「藤屋」さんとい うんですが、ここに木が見

えますよね。この本、今その上に見えますあの本がこの本だそ うです。今 と比べても変わ

らないですけれ ども、そこから東 と西を見比べていただければと思います。戸高さんのお

宅はこの、今はマンションになっているところです。

④  甲州街道南側の町並み一大門通 り東 昭和 35(1960)年  戸高 要氏撮影
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それ で は前 の方 に。 先程 の東側 と、 これ

が反対側にな ります。西側の町並みですね。 こ

こがちょうどその左側の入 り口で、大門通 りと

言われたそ うです。 ここからちょうどこれが人

坂神社の方向ですね。で、さっき日野駅の方か

ら見えま した、これが ヒマラヤ形摯雀 蔵屋 さん

と言つて、これがお店ですね。おそば屋 さん。

いろいろ宴会なんかもできたそ うです。
武蔵屋

昭和 40(1965)年 頃 佐藤美智子氏所蔵

石嶋 :それでは大門通 りに入つていただけますか。あ、そ うだ、言い忘れました。先ほ

どの高幡道の碑 とい うのが、ちょっと私はわからないのですがこの辺にあつたとい うこと

です。

石嶋 :こ れが通 りに、そちらの方か ら南の方

を写 した写真だそ うです。写 された戸高 さんに

よれば、左が郷土史家だった谷春雄 さん。右が

井上 さん、 とい うところまではわかっています。

では前の方にお進み ください。

②  大門通 り

昭和 37(1962)年 頃 戸高 要氏撮影

石嶋 :お はようございます。お世話にな

ります。佐野文子 さんの壁を借 りて貼 らせ

ていただいています。ちょうど目の前辺 り

が大門橋ですよね。があって、その辺から

ちょうど甲州街道の方に向けて撮 られた写

真だそ うです。

安西 :こ れはこの第一小学校に、私が毎 日通つた通学路です。多分この当時小学校、こ

の道を通っていた。 こちらの方に畑が広がって、モ ミジの本があつて、その先が大昌寺の

入 り口とい うことで、今小学校の前の道が参道になっています。

松本 :こ れはお店屋 さんかなあ。

④  大門橋か ら甲州街道方面を望む

昭和 33(1958)年 1月  古谷永治氏撮影
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安西 :新 聞屋 さんはまだ来てないよな、

読売新聞。

石嶋 :こ こは野村 さん。文房具屋 さん。

松本 :そ の角が、そこの店。

石嶋 :こ ちらに 1枚 あるので、では皆さん

こちらの方へ。いいですか。そつち側から見

ていただいた。そっちとこつちと、こう。

安西 :今 の黄色い建物が日野第一小学校で

すけれ ども、第一小学校の校舎がここにあり

ます。この裏道がずっと、今市役所通 りがこ

つちにできましたけれ ども、市役所通 りができる前の、その高台に登つていく道です。当

時この高台には、ここに何軒か家が見えますけれ ども、この一並びの家だけで、ほかはも

うずっと豊田の方まで畑が広がっていました。もちろんこの前も田んぼが広がってお りま

して、これが大昌寺に入る、お葬式なんかのときに行列がここを入つて行つたとい うこと

を覚えています。で、この用水には ドジョウがいた リフナがいた りとい うことで、今もこ

この下が、その用水が暗渠になっています。

振 り返って、そこに用水が見えますけれ ども、これがずつとこの道路の下を通つて、人

坂神社の裏を通つて、全部川が直接見れたんですね。先ほどどなたか、この川も大分、水

の質はどうですかとい うことがあつたんですが、一時随分汚い川になりました。農業用水

ですから田んぼのあるときだけは満々と水が流れるんですが、そ うでないときは非常に水

の量も少なくて、下水も使つていてと。で、ここで下水が完備 して、随分魚が直接見られ

るようにな りました。この下辺 りにはコイの 50セ ンチぐらいのがいつぱいいますけれ ども、

最近はずいぶんハヤみたいな速い魚やアユがここを遡上してきているとい うことが確認 さ

れています。当時フナがいて、 ドジョウがいて、ナマズがいてとい うふ うな、そんな川で

したし、ちょっと掘れば 5ミ リぐらいのシジミがいつぱいいました。そんな川だつたです

ね。

大門橋付近

昭和 31(1956)年 5月  志村章氏撮影

④  大門橋付近より大昌寺坂方面を望む

昭和 33(1958)年 1月  古谷永治氏撮影

石嶋 :じ ゃあこちら、ちょうど皆 さんの

方この辺ですよね、この辺。今、先生とかが

こう。ちょうど皆 さんの方から見るとこうい

う感 じですね。 この辺に今、先生方かな、渡

つているのが大門橋ですね。その写真が逆の

反対側の南側 とい うことだそ うです。

あと、これが 日野一小の上か ら撮った写真

だそ うです。見えますか。上の方に用水が、

今みたく暗渠 じゃなくて開かれていますけど、

この暗渠も秋ごろには開かれる予定だそ うで
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す。一部、 とい うことです。では大昌寺の山門の方にお歩きくだ さい。

よろ しいですか。 この 「日の一小」 とい う人文字の左が、これが増築の校舎なんでが、

その左手が、皆 さんが今立ってお られ る用水、これですね。で、ここですね、それがこの

参道。まわ りはもう田んぼ。田んぼだったそ うです。で、ここの参道をこう、このお葬式、

先ほど馬場商会の岩松 さん、先代の方のお名前が出ま したけれ ども、その方のお葬

式の ときの写真 な ども図書館の方でいただいていますけど、ちょうどこの参道 を葬列が

通つているところが写っていま した。では皆 さん、この参道 をどうぞ。

谷 :前はここに家が全然なかつたです よ。 ここだけね、村野 さん と佐藤 さん。

航空写真一日野―小

昭和 30(1955)年  安西清氏所蔵

石嶋 :佐藤六壽 さんの本家ですか。今は違 うんですかね。

谷 :こ こか ら向こ うはなかったんです よ。川の ところまで。

石嶋 :こ れは 日野小の校庭か ら運動会の とき

に撮 られた写真だそ うですが、真ん中の方の坂

が先ほどおつ しゃっていた大昌寺坂ですね。手

前がこれ、谷 さんで したっけ ?小池 さんですか、

のお宅。 こんなふ うに日の前にす ごく素敵な景

色が見えた と。今は高速道路で阻まれていると

い うことですね。それでは前へ。

石嶋 :で は谷 さんか ら。

谷 :今 のこの写真でちょっと説明 しますが、今 山門は開いています よね。 これが大昌寺

です。 こち らが、ここの佐藤 さんですね。 当時は、 ここの ところには大昌寺か ら向こ うの

堀まで、用水沿いまでは小池 さん とい う家が 1軒あつたんです。それでこちら側は佐藤 さ

んがあって、ずっと向こうまではなかったんです。それで今入つてきた通 りの ところです

ね。 あそこは橋 を渡つてす ぐ左側はな くて、村野 さん と佐藤 さんがあって、それでその道

〓， 一４
帥̈時　中

学
　
つ
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の向こう側は今 2軒、小学校までの角にあ りますが、それが当時は大野 さんとい う家が 1

軒あって、それで大野 さんの娘 さん と結婚 した小関さん とい う人が家をつ くつて、あそこ

は 2軒できてたんです よ。実は小関先生は私が小学校の 6年生の ときの先生だったんです。

まだ独身だったんです。それで学校か ら向こうの川崎街道までは佐藤 さん とい う家がこち

ら側にもあつて、角がですね。向こうが石 田人百屋 さんですね。それで橋の右側が山本 と

い う菓子屋 さんだったです。それで今、その向こう側は、さつきちょっと私が説明 しまし

たよ うに、靴屋 さん とか今井の自転車屋 さん とか。そ うい う状況です。

それで、大分ここに家ができたのはその後の

ことですね。それでこの山の向こうに、先ほ

ど写真で 2軒ばか り家があったのは、東京都

に住んでおった安井 さん とい う人 と、現在は

やは り日野にお りますが、農林大学の先生を

やつています亀井 さんの家があったんです。

それで亀井 さんの ところが上を整理す ると

い うので引越 したんです。

0 大昌寺山門

昭和 20(1945)年 代後期 志村章氏撮影

石嶋 :は い、ありがとうございました。 じゃあこちらから。

石嶋 :こ ちらへ どうぞ。ここ、先程見ていただ

いたんですが、一小の裏、北側に用水が、今皆さ

んが歩いてこられたところです。それがずつとこ

こですよね、ずっとトコ トコ歩いて来て、この辺

なんですか、でしょうかね。そこでこうクランク

して。そ うなんですね、もうちょっと向こうです

オa。

谷 :こ こがあれがあった。こう曲がっていた

から。水車があった。

山本 :水車がこの辺にあつたよね。

石嶋 :大体この辺ですか。実はここに、これを

もとにしてポスターを作 りました。皆さんチラシ

をお持ちだと思 うんですが、この方は文字で隠れ

ていたんです。で、後姿のこの男の子のお母 さん

が、ああこれは私のところの子ども。で、多分こ

の文字に隠れている弟 さんの、今役所に勤めてい

④  大昌寺裏の日野用水

一大昌寺西一

昭和 37(1962)年 頃 戸高 要氏撮影
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る方だろ うとい うことで。そ うしたらこの奥 さんが、お父 さんの、旦那 さんの音の様子、

こうい う写真がほ しいので、これを譲 つて くれないか とい う話で、お母様がわざわざ図書

館にい らっ しゃいま した。 これは発見だつたんですが、松本 さんの兄弟だつたそ うです。

で、先ほ ど、今立川 さんってあ りま したけど、これがお灸を据 えている灸点所が。で、

ちょつと行 くとこのクランク。 この辺 りの東尚士 さん撮影の 8ミ リも、動画 も図書館にあ

りますので、またそ うい うのを見ていただ く機会を設けたい と思います。それでここ、こ

れをちょっと覚えておいていただいて、反対側にお移 りください。

安 西 :私 た ちが子 どもの頃通 つた道 な

んですけれ ども、この 1軒 ごとに、この道か

ら一旦この前に降 りられるような階段があっ

て、ここにちょっとした板の、 3尺 四方 ぐら

いの洗い場があったんですね。洗濯物を洗つ

たり、その普は食器 も洗らてぃたくらい。

谷 :こ こはね、前は水車があつたんです。

ですからここから水をこう、こちらにとつて、

それで水車で使つてそちら、流 していたとい

うことですね。私は全然、 5年 ぐらい前は、

じ ゃ な く て 昭 和 20(1945)年 か ら 昭 和

25(1950)年 ぐらい前までここの一帯の田んぼ

かきをや りました。

石嶋 :先程覚えておいていただいたこの橋ですね。それが逆に今度は向こう、西側の日

野駅の方向に向かつて子 どもたちが、遠足ですかこれ、日野駅に向かつている映像だそ う

です。それで、よく見るとここに女の子が腰掛けているのがわか りますかね。当時は何か

もう柵なんかなくて、結構ここへ落ちたことがあるとい う方、お聞きしますけど、結構大

胆だなと思 うんですが、そんな時代だつたそ うです。向こうに見えるのが人坂神社の社で

す。|こ れがそこの、今駐車場になつてますが、堤さんとい う釣具屋 さんだったそ うです。

何かそのほかに。

山本 :先 ぼどの水車小屋の取 り入れ とい うのは、神社の脇から別に水車用の用水があり

ました。本水はそのまま流れていて。                    `
谷 :ですから、ここは全部、田んぼだったんですよ。ずつと向こうからですね。

山本 :全部この辺、田んぼですから、神社の裏。それから日盛倶楽部 とい うのがす ぐこ

こら辺にあったわけなんですよね。ここら辺に蔵があって、唯一の娯楽施設だつたそ うで

す。我々は余‐り行ってないんですけれ ども。そんなところですね。

谷 :ですから当時はねここの前には家が 2軒ばかりあつただけなんですよ。あ、 3軒で

すね。現在 も2軒古い家がありますが。それからもう1軒大塚さんとい う家があったんで

すが、今は引つ越 して駅の、安西さんの裏の方に行つています。そ うい う状況で、ここは

ほとんど田んぼで、ずっと向こうまで、山の下まで田んぼになつていたんです。

④ ノヽ坂神社裏 日野用水

―上野動物園校外見学の朝―

昭和 31(1956)年 5月  志村 章氏撮影
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石嶋 :じ ゃあこのあと、前へお進みいただき

ます。

今から見ていただくのはこの、真野保 さん。

真野さんも志村 さんと同じで小西六にお勤めだ

つたそ うです。真野さんの先輩が志村 さんで、

同じ森町なのですごくかわいがってもらつたと

い うお話を伺つています。その真野さんが撮 ら

れた写真を今、ちょうど皆さんの立っておられ

るところが用水ですよね。で、その脇にこうい

う歩道があって、そこで真野さんの奥様 とお子

さんを写された写真だそ うです。

ずつと奥に、ちょっと皆さんからは見づらいかもしれないんですが、先ほどクランクし

ていた橋がありましたよね。それが写つています。その下で子 どもさんなんかが水遊びを

している。それ とお祭 りだから9月 頭ですよね。その頃のワンカットだそ うです。

で、ここに、左の方に大きなケヤキが写つているんですが、そのケヤキとい うのはどの

ケヤキですかね。

谷 :今、切 り株が残つているでしょう。あそこに小山さんの家があってね、その前だつ

たですけど。

安西 :で、ここに石の、御影石の橋があって。

石嶋 :じ ゃあここにあったんだ。その頃は社務所はまだなかったですかね。はい、わか

りました。

八坂神社裏通 リー母と子

昭和 31(1956)年 9月  真野保氏撮影

石嶋 :そ れでは前の方に、すみません。あと宝

泉寺と安西さんのところ。ここで曲がっていただ

いて。それでは渡つてください。

これは安西清さんのお兄さんの実さんが撮 られ

た写真だそ うです。 どうですかね、本堂とか閣魔

堂とか鐘楼。

山本 :こ れが間魔堂だよね、今そこがそ うです

ね。これが本堂の方ね。ここが釣鐘か何かの、今

もありますよね。

安西 :あれはだけど、釣鐘はまだあとからでき

たんだよ。

石嶋 :そ うすると、これなんですが、やつばり

今のあのイチ ョウですかね。

山本 :そ うじゃないですか。

安西 :こ こに、こうい うふ うに、双幹 とい う2つ の幹のイチ ョウがあつたんですね。そ

の片方を切つたからこっち側に枝がないんですけれ ども、今そこにある木です。秋になる

．̈デ
＼

‐

①  雪の宝泉寺

昭和 30(1955)年 前後 安西 実氏撮影
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と銀杏がた くさん落ちて、台風のあとなんかみんな拾いに行 つたものなんですね。 こちら

の方の間魔堂は今、屋根が変わっていますけれ ども、その下は昔のままです。それか ら本

堂も4年 ほど前に建て直 しま したから、これは昔の本堂の ところです。この用水があって、

この手前の田んばか ら稲邑があつて、向こうを通つた とい うことで、この辺、この道か ら

ずっと大昌寺まで全 く家があ りませんで した。

石嶋 :こ の写真なんですが、もつと先の方、

一小の方か らちょうど今こうい う感 じですね。

よく見ていただくと、 日野駅のホームが見える

と思 うんですが。 この手前が、ここが大昌寺坂

と先程言いま したが、山の方に行 く入 り日の と

ころです よね。で、そこの辺か らずっとこう用

水が、 とい うより向こ うか ら、多摩川の方の取

水 日の方か らこう流れてきて、とい うふ うにね。

ホームの下を通つているやつです よね、これね。

山本 :そ うです。両方だよね、あそこで合流

していたか ら。小西六か ら来た水 とここか ら

きた用水 と。

不明 :今 でもホームの下を流れているんですか。

石嶋 :そ うなんですね。

安西 :当 時この川にはフナだとか鳥がたくさんいまして、この裏の山にはウサギもいた

と。「ふるさと」の歌を歌 うと「小鮒釣 りしかの川」とい う、まさにそんなふ うな風景だと

思います。

山本 :そ れからホタルがたくさんいて、蛍狩 りはもう、毎回来ていたですね。

不明 :家 の中へ入つてきちゃつた。

山下堀から宝泉寺方面を望む

昭和 31(1956)年 4月  志村章氏撮影

石嶋 :で は前の方に。 この下辺 りをやつぱ

り流れて、この下。 ここだと、ですか ら安西

さんところは、こつち側。ちょうどこの用水

が上を、ここを歩いて。 よろしいですか、安

西さん、ここで。

安西 :こ れ もそ うですね。 うちの兄貴が同

じ雪の 日に撮ったんだ と思 うんですが、ここ

か ら宝泉寺の方に向かつて坂ですね。 ここか

ら坂が上がってい くとい うところです。手前

に見えるのは先ほどの麦わら屋根の続 きの中

の、最後にあった三田さんの家の麦わ ら屋根

だと思われます。 この裏にももう1軒、別の三田

雪の日の宝泉寺脇旧甲州街道

昭和 30(1955)年前後 安西 実氏撮影

さんの麦わ ら屋根の家があ りま した。
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石嶋 :それで、この道が旧甲州街道で、ちょうど中央線を踏切が、その辺 りですかね、

踏切があって、その踏切を波つた左手に前の 日野駅があつたんだそ うです。それを昭和

12(1937)年 に今の位置に移 されたとい うことだそ うです。

石嶋 :じ ゃ、最後にな りますけど、渡つていただいて。

今度、 日野一小の特別支援の子たち、 3年生か ら6年生の子に映画 とスライ ドを見ても

らったんですが、今度はその子たちも町歩きで、やっば りこのコースを回 りたい と。それ

を今度また行 う予定です。

t

k

安西 :こ れが最後になりますけれ ども、最後、

私が順番を決めたわけじゃないんですが、これ

が私の生まれた家です。先ほど雪の麦わら屋根

の並びがありましたけれ ども、向こうから2番

目のところなんですね。こうい うふ うな場面が

あるとい うことを想像 していれば障子を張 り替

えておけばよかったと思つて。大分痛んだ障子

ですね。大体この甲州街道が約 1メ ーター、家

が建っているところよりも盛 り土してありまし

たから、それで家がちょっと低 く見えますけれ

ども、手前のところが 12畳 ぐらいの部屋があっ

て、あと2部屋、3部屋あって、私のところは 12人家族 とい うのが一番最高のところがあ

りましたけれ ども、12人。ごろごろ、縦横 2人ずつ布団に入るとい う状況でした。

この脇の方に入 り日がありまして、ここにいつも冬の薪がここら辺にいつも積んであっ

た りして、この並びは、これは反対側なんですね、私の家の。これの反対側です。この並

びの麦わら屋根は、全部入日が裏にあるんです。ここから坂で降 りていつて裏側が入日と

い う並びなんですね。 これは何か聞くところによると江戸時代、この甲州街道を参勤交代

でお殿 さまが通るときに、玄関口が表にある人は道路に出なきゃならない。で、土下座を

しなきゃならないとい う習慣があったらしいんですが、それをしらばっくれるために入口

を裏に置いたとい うふ うなことをちょっと聞いたことがあります。       .
大体ずつとここから一見ずつと、大体道路に対 して 1軒の幅が約 10メ ーター。で、奥

行きが 50メ ーター ぐらい。こんなふ うな同じぐらいの区画でずつと 1軒 1軒が並んでいた

とい う状況です。麦わら屋根の寝心地もなかなかいいものでしてね。もともと蚕が盛んで

したから、お蚕ができてとい うふ うな、そちらの方を優先的に考えての麦わら屋根だった

ようです。

渡辺 :いつまでありました? 麦わら屋根。

安西 :私 が小学校 5年 ですから、昭和 27(1952)年か昭和 28(1953)年 までこの状態であ

りました。

渡辺 :じ ゃあお蚕 していたの。

0 金子屋 (安西家屋号)一 西側―

昭和 28(1953)年 頃 安西 実氏撮影
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安西 :え え、もちろんです。 うちは農業でしたから。この前の道も砂利道だったんです

けれ ども、刈入れの済んだモ ミだとか、そ ういったものをひ と川並べに筵 (む しろ)を敷

いて、この通 りで干 したくらいです。 この辺になるのかな。

石嶋 :こ の並びですよね。

安西 :こ れは駅の向こう側からこっちを撮ったところですけれ ども。この道が先ほど言

つたように本当の甲州街道 とい うことです。私の家は昔 「金子屋」といつたのは、甲州街

道とい うことで足袋をつくつて売つていたらしいんですね。この麦わら屋根を壊 したとき

に、屋根裏から足袋の型紙、これがいつぱい出てきました。そんなことがありましたけれ

ども。以上です。

石嶋 :安西さん、ありがとうございました。今 日は予定通 りちょうど2時間で、すごく

ハイペースで申しわけありませんでした。実はこのあと私 ども、一小の子 どもたちとまた

回るなんてい う企画もあります。いろいろこれから図書館も、こうい う町歩きを予定 して

お ります。何かの機会がありましたらまたご一緒させてください。では、最後に館長の方

からお話があります。

渡辺 :ど うも今 日はありがとうございました。遠 くからいらつしゃった方もいて、本当

にありがとうございました。私たち図書館は、町の人と一緒に、名所旧跡 とかい うことじ

ゃなくて今住んでいる人たち、この人たちこそが宝だとい うことで、今住んでいる人たち

の中からのお宝発見をやってお ります。皆さまぜひ図書館の方にお越 しになってくだされ

ば、いろんな日野町のことがわかるような資料も揃えてお りますので、いつでもいらして

ください。本 日はどうもありがとうございました。それから講師になつてくださつた安西

清さん、松本保 さん、どうもありがとうございました。では駅まです ぐそこですので、歩

いて帰 ります。失礼 します。

ヽ
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